
 
 

  
 
 
 
 
 

 
自転車交通安全教育指導資料 

～小学校用～ 
（初版） 

 
 

 
 

 
 

 
京 都 府 教 育 委 員 会 
京都府警察本部交通企画課 



『１ 自転車に関する基本的事項①』 
◎ 各部品の働きと使い方 
◎ 主要部品の簡単な点検要領 

低学年① 

ねらい 
  自転車の各部品の働きと正しい操作方法を理解する。 
 自転車の点検方法を理解する。 

チェック 
ポイント 

 自転車の各部品の働きと正しい操作方法を理解できたか。 

 自転車の点検方法を理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 各部品の働き

と使い方 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 主要部品の簡 

単な点検要領 

  

   

 

○ 自転車又は自転車の絵図や 

構造図等を用いて、自転車の各

部品（ハンドル、ブレーキ、ペ

ダル等）の名称とその働き、正

しい操作方法を知る。 

  ○ サドル  ○ ハンドル 

 ○ ブレーキ 

（ブレーキレバー） 

 ○ ペダル  ○ タイヤ 

○ ライトと反射器材 

（尾灯を含む） 

○ サドル  等 

 

○ 基本的な点検の方法を理解

する。 

  ① ペダルの歪みはないか。 

 ② ブレーキは前後きちんと 

  よく効くか。 

 ③ ライトは正常に点灯する 

  か。 

 ④ 反射器材(尾灯を含む)は

きちんとついているか。 

また、汚れていないか。 

 ⑤ タイヤには十分に空気が

入っているか。 

 ⑥ ハンドルはしっかりと固

定されているか。 

 ⑦ 警音器（ベル等）は鳴るか。 

 ⑧ チェーンは緩んでいない

か。 

 

○ 自転車または、自転車の絵図

等を用いて、具体的に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 可能であれば自転車を使用

し、実際に自分たちで点検させ

る。その際、安全には十分留意

する。 

○ 点検ポイントについて覚えづ

らい場合は、 

   
  『ブタ と シャベル』 

   ブ＝ブレーキ 

   タ＝タイヤ 

   と＝灯火（ライト） 

シャ＝車体（チェーン、ハン

ドル、ペダル等） 

   ベル＝警音器 

 の語呂合わせで、見落としがな

いようポイントを理解させる。 

※ 保護者も一緒に講習できれば

効果的である。 

※ 校区内の自転車店の方をＧＴ

として招くことも考えられる。 



 



 

 

『１ 自転車に関する基本的事項②』 
◎ 身体に合った大きさの自転車を選ぶ必要性と身体に合わない自転車の危険性 

◎ 自分の身体に合った自転車の選び方と正しい乗車姿勢 

低学年① 

ねらい 
身体に合った自転車は、乗りやすく安全であることを理解する。 

 一人でも調整できるように、調整方法を習得する。 

チェック 
ポイント 

身体に合わない自転車が危険であることを理解し、調整方法を習得す

ることができたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 身体に合った

大きさの自転車

を選ぶ必要性と

身体に合わない

自転車の危険性 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 自分の身体に 

合った自転車の 

選び方と正しい 

乗車姿勢 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 身体に合わない自転車に乗

るとどのような危険が生じる

のか話し合う。 

  （例）   

  ・ 足が地面に着かず、倒れ

てしまう。 

  ・ ブレーキレバーが握れな

いと、ブレーキがかから

ず、止まれない。 

  ・ 乗る時、止まる時に自転

車がふらつく。 

  ・ 倒れても、起こせない。 

・ ハンドルに足がつかえ

て操作しにくい。  等 

 

○ 自分の身体に合った自転車 

で、正しい乗車姿勢を習得す

る。 

 《自転車の調整》 

  ・ サドルの高さの調整は、

跨がって「かかと」が少し

浮く程度の高さにして、ふ

らつかないで乗り降りで

きるように調整する。 

  ・ ハンドルの高さは、握り

部分がサドルよりも５～

10㎝ほど高くなるように

して、操作がしやすいよう

に調整する。 

 

 

 

○ 自転車や自転車の絵図等を用

いて具体的に示す。 

 

○ 危険が生じる原因についても

合わせて発表させる。 

 

○ 自転車が大きい場合だけでな

く小さくて生じる危険について

も触れる。 

   

 

 

 

 

 

○ ヘルメットの着用についても

指導する。 

 

※ ヘルメットの装着は児童、幼

児を保護する者（例：保護者や

先生等）に努力義務がある。 

（道路交通法第63条の10） 

 

※ 保護者参観に併せて指導する

ことで保護者と共に調整するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《乗車姿勢》 

  ・ ハンドルを握った時に身

体が少し前に傾く。 

       サドルに跨がった時に

「かかと」が少し浮く程度

に両足が地面に着く。 

  ・ ブレーキレバーを親指以

外の４本の指で､しっかり

と握れるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

『１ 自転車に関する基本的事項③』 
◎ 安全な場所での自転車乗車 

低学年① 

ねらい   場所に応じた自転車の乗り方について理解する。 

チェック 
ポイント 

 道路には危険があることを理解し、安全な乗り方について理解できた

か。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 安全な場所で

の自転車乗車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 道路で実際に走っていて、危

険に感じたことについて話し

合う。 

《例》 

 ・ 歩行者と衝突しそうになっ

た。 

 ・ 曲がり角で、車と衝突しそ

うになった。 

 ・ 止まっている車から降りて

きた人や開いたドアと衝突

しそうになった。 

 ・ 一緒に走っている友達の自

転車と衝突しそうになった。 

 等 

 

○ 校区内のどの場所ならば、自

転車を安全に乗れるかについ

て話し合う。 

  

《場所例》 

  自転車の乗り入れが許可さ

れている広場、河川敷 

等 

  

《安全に乗るには》 

 ・ 保護者の目の届く所で、乗

る。 

 ・ 車や歩行者が多い場所では

自転車から降りて、押して歩

く。 

 ・ 交通ルールを守って走行す

る。 

等  

○ 危険が生じたため、行動を改

善した経験があれば併せて発

表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ その場所の写真等を準備し、

簡単な校区地図に示すなど具

体的に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「押し歩き」の練習をさせて、

バランスのとり方やブレーキ

の使い方を体験することも有

効である。 

○ 自転車の「押し歩き」は、歩

行者となるので、信号は歩行者

用信号に従う。 



 
 

○ 道路での危険を解消するた

めの行動について話し合う。 

 

・ 歩行者がいる時は、自転車

から降りて押して歩く。 

・ 曲がり角では必ず止まる。 

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

『２ 自転車の正しい乗り方①』 
◎ 正しい発進と停止の仕方 

◎ 自転車の特性 

低学年② 

ねらい 
  発進時と停止時の危険性を知り、確実な安全確認と正しいブレーキの

かけ方を理解する。 

チェック 
ポイント 

 安全な発進と停止の仕方について習得できたか。 

  安全なブレーキのかけ方を理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 正しい発進と 

停止の仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 発進と停止の方法を理解す

る。 

 ① 発進 

  ・ 前後の安全を確認する。 

  ・  自転車の左側から乗る。 

  ・  左足は地面につけ、右足

をペダルにかける。 

    ・ 再度、前後左右の安全確

認をしてから、右足から踏

み出す。 

 

 ② 停止 

  ・ 後方の安全を確認する。 

 ・ ブレーキをゆっくりかけ 

て、スピードを落とす。 

  ・ 道路の左端に沿って止ま

り、左足を地面につけて停

止する。 

  ・ 自転車の左側に降りる。 

 

○ ブレーキのかけ方 

  安全なブレーキのかけ方に

ついて、次の点に気をつけて正

しく習得する。 

 ・ ブレーキレバーは、親指以

外の４本の指でしっかりと握

る。 

・ 後輪ブレーキ（左ブレーキ）

のレバーを静かに締めて、ゆ

っくりと減速する。 

  その後、前輪ブレーキ（右

ブレーキ）を静かに締める。 

 

 

 

 

 

○ 自転車は、左側通行が基本で

あり、左側からの乗り降りを理

解させる。（右側からの乗車は、

車道を走っている車やバイク等

と接触する危険があることを説

明する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 急ブレーキをかけると、追突

 されたり、転倒したりする危険

 があることを教え、危険が迫り

 やむを得ず急停止しなければな

 らない時は、両方のブレーキを

 強くかけることを理解させる。 

 

 

 

 

 



◎ 自転車の特性 

 

 

 

 

 

 

○ 自転車の特性を理解し、安全

に乗るには、どのようにすれば

良いか話し合う。 

 ・ すぐに止まれない。 

   前後左右の確認をしっか

りして、早めにブレーキをか

ける。 

   ハンドルを両手でしっか

りと握り、片手運転やスピー

ドを出しすぎない。 

 ・ 倒れやすい。 

   身体に合った自転車に乗

る。 

 ・ 夜間発見されにくい。 

   夜間に乗車する時は、反射

材（反射シールや反射材付き

タスキ等）を活用する他、白

っぽい色の服を着る等の目

立つ工夫をする。 

また、夜間は必ずライトを

点灯させる。 

等 

 

 

 

 

 

○ 自転車の特性について理解さ

せ、自転車も「車両」の仲間で

あることや、安全に自転車に乗

るためには「ルールを守る」こ

とが大切であることを理解させ

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

『２ 自転車の正しい乗り方②』 
◎ 車道の正しい通行方法 

低学年② 

ねらい 
自転車が車両であることを踏まえ、車道の正しい通行方法について理

解する。 

チェック 
ポイント 

正しい通行方法を理解し、実践できるようになったか。
 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 車道の正しい

通行方法 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 車道を走行する場合、自転 

 車はどこを通行すればいいの 

か理解する。 

 

  《車道を通る場合》 

   

・ 歩道のない道路では、車 

  道の左端に沿って通行する。 

  

※ 【参考資料】「普通自転

車通行帯と自転車道」参照 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》 

 路側帯の通行方法について 

☆ 白色の１本線の路側帯 

     
※ 自転車の通行可能 

        車両の駐・停車可能 

☆ 白色の点線と１本線の路

側帯 

     

※ 自転車の通行可能 

     車両の駐・停車禁止 

☆ 白色の二本線の路側帯 

       （歩行者専用路側帯）  

     

   ※ 歩行者専用路側帯 

自転車は通れない。 

     車両の駐・停車禁止 

 



『２ 自転車の正しい乗り方②』 
◎ 車道の正しい通行方法 

低学年②－２ 

指導のねらい 
  自転車が車両であることを踏まえ、車道の正しい通行方法について理

解する。 

 チェック 
ポイント  

 
正しい通行方法を理解し、実践できるようになったか。

 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 車道の正しい 

通行方法 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「普通自転車

通行帯」と「自

転車道」の通行

方法等について

は、末尾添付の

参考資料を参照 

 

 

 

○ 道路の絵図を見せて、自転 

 車はどこを通行すればいいの 

か発表する。 

 

  《車道を通る場合》 

   

・ 歩道のない道路では、車 

  道の左端に沿って通行する。 

  

 

    

 

路側帯は、道路左側に設置さ

れた路側帯しか通行できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》 

 路側帯の通行方法について 

☆ 白色の１本線の路側帯 

     
※ 自転車の通行可能 

        車両の駐・停車可能 

☆ 白色の点線と１本線の路 

   側帯   

     

※ 自転車の通行可能 

     車両の駐・停車禁止 

☆ 白色の二本線の路側帯 

       （歩行者専用路側帯）  

     

   ※ 歩行者専用路側帯は

自転車は通れない。 

     車両の駐・停車禁止 

 



 

 

『２ 自転車の正しい乗り方③』 
◎ 歩道の正しい通行方法 

低学年② 

ねらい 
  自転車も車両であることを理解させ、決められた通行場所と通行方法

を守って、安全な通行ができるようにする。 

チェック 
ポイント 

歩道の正しい通行方法を理解できたか。
 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 歩道の正しい通

行方法  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学生は歩道を通行できる 

ことを理解させ、普通自転車の

通行部分がある歩道と、ない歩

道の絵図を見せて、自転車はど

こを通行するべきか話し合う。 

 ① 普通自転車の通行部分が

ある歩道（自転車のマークと

白線等により、歩道を分けら

れている。） 

 

   

 

  ・ 自転車のマークが描かれ

ている所を通行する。 

・ 自転車のマークのみで白

線（歩行者の歩く所と分け

るためのもの）がない場合

は、普通自転車通行可の標

示なので、普通自転車は歩

道の車道寄りを通行する。 

 

 

 

 

 

 

○ 小学生の歩道通行について

は、道路交通法第 63 条の４第

１項の規定により、可能である

ことにも触れておく。 

 

 

《参考》 

○ 普通自転車とは、道路交通法

施行規則第９条の２の規定で、

車体の大きさは、 

   ・ 長さ190㎝以内及び幅

60㎝以内 

  構造は 

・ 側車をつけていない。

（補助輪は除く） 

   ・ 運転者席以外の乗車装

置がない。（幼児用座席

は除く） 

   ・ ブレーキが走行中簡単

に操作できる位置にあ

る。 

   ・ 歩行者に危害を及ぼす

おそれがある鋭利な突

起物がない。 

となっている。 

この自転車のマーク 

   

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 普通自転車の通行部分がな

い歩道 

 

  
・ 歩道内の車道寄りを通行す

る。 

 ・ 歩行者の通行を妨げるおそ

れがある時は、一時停止しな

ければならない。 

 

 

○ 歩道の正しい通行方法のま

とめ 

・ 車道寄りを通行する。 

・ 自転車の絵が描かれている

所を通行する。 

・ 歩行者がいる場合は、いつ

でも止まれるスピードで通行

する。 

 ・ 歩行者が多い場合は、安全

のため自転車から降りて押

して歩く。 

・ 歩行者の通行を妨げるおそ

れのある時は、一時停止して

先に歩行者を通行させる。 

 ・ 歩道は歩行者が優先であり

警音器（ベル等）は、自己の

進路を確保する目的でみだ

りに使用しない。 

 

 

 

 

 

 

○ 歩道で他の自転車と行き違

う時は、スピードを落としなが

ら安全な間隔を保ち、歩行者に

十分注意して、対向する自転車

を右に見ながらよけるように

通行する。 

 

 

 

 

 

 

○ 自転車で歩道を通行する時

は徐行（普通自転車通行部分が

ある歩道を走行する時は、すぐ

に停止できるスピード）しなけ

ればならないことにも触れ、ス

ピードを出さないよう指導す

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 警音器（ベル等）の使用等に

ついては、道路交通法第54条に

規定されており、京都府自転車

の安全な利用の促進に関する

条例第３条(５)にも定められ

ている。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 安全な乗り方の

まとめ 

☆ 踏切の渡り方 

   踏切を渡る時は、手前で一

旦停止して、左右の安全を確

認してから渡る。 

   遮断機が下りている時や

警報音が鳴っている間は、渡

らない。 

   電車が通り過ぎても、遮 

  断機が上がるまで、踏切内 

に入らない。   

             

○ 安全な自転車の乗り方につ

いて話を聞く。 

・ 身体に合った自転車に乗 

  る。 

 ・ 乗る前に点検する。 

 ・ ヘルメットを被る。 

  ・ 乗る時は左側から乗る。 

 ・ 歩道は歩行者を優先する。 

 ・ 歩道を走行する時は、車道

寄りの部分を通行する。 

 ・ １列になって通行する。 

 ・ 交差点や踏切を通行する時

は、通行する前に一時停止し

安全を確認してから通行す

る。 

 ・ 雨天時に乗車する時は、雨

合羽を着て乗る。 

・ 荷物は、ハンドルにかけず

かごや荷台に載せる。 

 ・ 夜間走行時は、必ずライト

を点灯する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 踏切で待つ時は、停止線の手

 前で待つよう指導する。 

 

○ 自転車で踏切を渡る時は、レ

ールで滑る等の危険があるこ

とから、安全に渡るには自転車

から降りて押して渡るよう指

導する。 

 

 

 

 

 

○ 自転車に乗る時の服装につ

いても理解させる。特に、チェ

ーンやタイヤに巻き込まれる

可能性のある服装は避け、また

草履やサンダル等で運転しな

いように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 荷物を荷台に載せるときは、

ロープやゴムバンド等でしっ

かりと結着するよう指導する。 

 

 

 

 

 

 



 
《参考資料》 

 

次ページあり 

自転車専用通行帯と自転車道 

「普通自転車専用通行帯」 

 下記の標識標示があり、普通自転車専用通行帯が設けられている車道では、普通自

転車は、その専用通行帯を通行しなければならない。（道路交通法第 20 条第２項） 

 

      【道路標識】              【道路標示】 

           

 

                         この部分 

  《通行方法》 

   ・ 進行方向に向かって左側の普通自転車専用通行帯を通行する。 

・ 普通自転車通行帯内の通行は一方向のみ（自動車と同一方向）        

 

      上図のとおり、カラー塗装している場合がある。 

 



 
 
 

「自転車道」 

 車道の部分に、縁石線や柵に類する工作物によって区画された自転車の通行のため

の車道の部分で、自転車は通ることができる。また、普通自転車はその部分（自転車

道）を通行しなければならない。 

（道路交通法第２条第３号の３、道路交通法第 63 条の３） 

 《通行方法》 

 ・ 自転車道は、両方向通行可能 

 ・ 自転車道の中は、その自転車道の中央から左側の部分を通行しなければならな

い。 

      

 車道の片方にしかない時も、下図のとおり自転車道を通行しなければならない。 

      



 

 

 

『２ 自転車の正しい乗り方④』 
◎ 自転車に乗る時のルール 

◎ 安全な乗り方 

低学年② 

ねらい 自転車に乗る時の交通ルールを守ることの大切さを理解する。 

チェック 
ポイント  

 交通ルールを守ることの大切さを理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 自転車に乗る

時のルール 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自転車に乗る時の基本的な

交通ルールを理解する。 

 

 

☆ 信号の意味 

 《青色の灯火》 

 
  自転車は直進し、または左折

することができる。 
  
 

    
  自転車は直進し、または左折

することができる。 
 上図のように、「歩行者・自

転車専用」の標示がある信号機

の場合は、自転車はその信号機

に従わなければならない。 
 

  
  普通自転車は、横断歩道にお

いて直進し、または左折するこ

とができる。 

 

 

○ 交通ルールを知らないことが

事故につながることを理解させ

る。 

 

《右折の方法》 

『３自転車に乗る時の基本④』

参照 

 

右折する時は、青信号で交差

点の向こう側まで真っ直ぐ進行

し、①地点で止まって右に向き

を変え、前方の信号機が青色に

なってから②地点に進行する。

（上図参照） 
 

 

 

 

 

 

 

○ 普通自転車については、『２ 

自転車の正しい乗り方③』参照 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《赤色の灯火》 

 
  自転車は、停止位置を越えて

進行してはならない。 
 交差点ですでに左折してい

る車両等は、そのまま進行でき

る。 
  

  
自転車は、横断を始めたり、

停止位置を越えて進行しては

ならない。すでに、交差点で左

折している自転車は、そのまま

進行できる。 
 

  
横断歩道を進行しようとす

る普通自転車は、横断を始めて

はならない。 
 
 
 
《黄色の灯火及び青色灯火の

点滅》 

 
 自転車は、停止位置を越えて

進行してはならない。しかし、

黄色に変わった時に停止位置に

近づいていて、安全に停止する

ことができない場合はそのまま

進むことができる。 
 
 

 

 

 

 

 

○  赤色の点滅信号の時は、停止

位置で一時停止して、安全確認

をした後に進むことができる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 黄色の点滅信号の時は、他の

交通に注意して進行することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 自転車は横断を始めてはなら

ない。ただし、点滅に変わった

時に停止位置に近づいていて、

安全に停止することができない

時はそのまま進行できる。 

   
 横断歩道を進行しようとする

普通自転車は、横断を始めては

ならない。 

 
 ☆ 交差点の通行方法 

   近くに自転車横断帯があ

れば、必ず自転車横断帯を通

る。 

     交差点通過時は、停止線の

手前で必ず一時停止して、前

後左右の安全確認をしてか

ら通行する。 

   いきなり飛び出さない。 

 

 

 

 

 

 

☆ 歩道の通り方 

   歩道は歩行者が優先で、自

転車で歩道を走る時は車道

寄りの部分を通る。 

また、自転車のマークと白

線等により、歩道を分けられ

ている歩道では、自転車のマ

ークが描かれている部分を

通る。 

   歩行者が多い場合は、安全

のために、自転車を押して歩

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 停止線から左右の状況が見え

ない時は、停止線で一度止まり、

安全確認をした後、左右の状況

が見えるところまでゆっくり出

て、再度安全確認をする方法で

実施するよう指導する。 

  また、停止線がない交差点で

は、その手前で一時停止して、

前後左右の安全確認をしてか

ら、ゆっくりと前に出る。 

  必ず停止線の手前で一時停止

し、一度安全確認を実施するよ

う指導する。 

 

○ 歩道の通行方法については、

『２自転車の正しい乗り方③』

参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

『３ 自転車に乗る時の基本①』 
◎ 標識・標示の種類 

中高学年① 

ねらい   標識・標示の意味を理解する。 

チェック 
ポイント 

 標識・標示の意味を理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 標識・標示の 

 種類 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 道路には、どのような標識・

標示があるかを発表し、その標

識の意味を理解する。 

 

 ☆ 主な標識・標示 

 

 《標識》 

 ・ 一時停止  

 

 ・ 自転車及び歩行者専用 

    （普通自転車の歩道通行可） 

         

 

 

 ・ 自転車専用 

  （普通自転車以外の車と歩 

  行者の通行禁止） 

         

 

 ・ 並進可 
  （普通自転車は２台まで並 

進することができる。） 

         

 ・ 自転車横断帯 

         

 

 

○ 通学路上の標識、標示を思い

出させる。 
○ 事前に通学路上の標識、標示

を調べておくことも有効であ

る。 

 

 

 

 

 

 

○ 普通自転車については、『２ 

自転車の正しい乗り方③』参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 《標示》 

 ・ 路側帯（１本白実線） 

         
 
 ・ 駐停車禁止路側帯 

      （白実線と点線） 

       

 

 ・ 歩行者用路側帯 

      （２本の白実線） 

       

 
 ・ 普通自転車の歩道通行部 

分の標示（自転車のマークと

白線） 

 

    

 

・ 自転車横断帯の標示 

     

        

       自転車横断帯 

 等 

 

 

○ 路側帯の通行方法については

『２自転車の正しい乗り方②』

参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 歩道に、歩行者と普通自転車

が通るところを分けている、白

線等がなく、 

 

 上記の標示だけの場合は、普通

自転車の歩道通行可の標示なの

で、普通自転車は歩道の車道寄

りの部分を徐行しなければなら

ない。 

 



 

 

『３ 自転車に乗る時の基本②』 
◎ 標識・標示の必要性 

中高学年① 

ねらい  標識・標示の必要性について理解する。 

チェック 
ポイント 

 標識・標示の意味や、なぜ、その場所に設置されているのか理解でき

たか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 標識・標示の 

 必要性 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 信号機のない交差点には、ど

のような標識、標示があるかに

ついて話し合う。 

 （例） 

 ☆ 信号機のない交差点にあ

る標識、標示について 

  ・ 一時停止の標識 

  ・ 停止線 

  ・ 「止まれ」の標示 

 

 ☆ 標識、標示がある理由 

  ・ 交差点で一時停止せずに

通行すると、左右から来る

車両や歩行者等と衝突す

る危険がある。 

 

○ 歩道に「自転車の絵と白線」

の描かれている理由について

話し合う。 

☆ 歩道通行時に、歩行者と衝

突しないように、通行する場

所を分けて、安全に通行でき

るように示されている。 

 ☆ 歩道通行時に、自転車のマ

ークが描かれている場所が

あれば、その部分を通行す

る。 

○ 信号機のない交差点には「一

時停止」の標識がある等、その

標識に従わなければ事故にあう

危険があることを理解させる。 

○ 標識や停止線がない交差点も

あることにも触れる。 

○ 停止線がない交差点の通行方

法については、『２自転車の正

しい乗り方④』参照 
 

 

 

 

 

 

 

  この部分 

 

   

 

○ 歩道の通行方法については、

『２自転車の正しい乗り方③』

参照 

 

 

 



 

 

『３ 自転車に乗る時の基本③』 
◎ 歩道を通行する時の注意点 

中高学年① 

ねらい 

小学生は、自転車に乗って歩道を通行することができることを理解し、

決められた通行場所と通行方法を守って、安全な走行ができるようにす

る。 

チェック 

ポイント 

 歩道を自転車で通行する際の通行場所と、正しい通行方法を理解でき

たか。 

 どのような運転が歩行者に危険を感じさせるか理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 歩道を通行す

る時の注意点 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 歩道に普通自転車通行部分

がある歩道と普通自転車通行

可の標示がある歩道の２つの

絵図を見せて、自転車はどこを

通行するのか確認する。 

 

 

 

・ 歩道に普通自転車通行部 

分がある歩道 

   

 

・ 普通自転車通行可の標示 

がある歩道 

    
 
 
 
 
 

○ 小学生は、（標示がなくても）

自転車に乗って歩道を通行でき

ることを理解させる。 

（参考･･道路交通法第63条の４

第１項） 

 

○ 既習事項であるが、丁寧に確

認するようにする。 

 

○ 歩道の正しい通行方法につい

ては、『２自転車の正しい乗り

方③』参照 

 

○ 危険な乗り方を認識させ、正

しい乗り方の大切さを理解させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 歩道の正しい走行について

話し合う。 
 （危ない乗り方例） 

  ・ 歩行者の間を縫うように

走り抜けて行く。 

  ・ ヘッドホンを付け、音楽

を聴きながら走行する。 

  ・ 携帯電話のメールを打ち

ながら走行する。 

  ・ 警音器（ベル等）を鳴ら

しながら、歩道の真ん中を

走る。 

  ・ 手放し運転をしながら通

り抜けていく。 

 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 歩行者の視点で、危険な乗り

方について着目させる。 

・ 正しい乗り方について確認す

るようにする。 

 

 



 

 

『３ 自転車に乗る時の基本④』 
◎ 交差点の右左折方法と安全確認の仕方 

中高学年① 

ねらい 
交差点手前と横断前の一時停止・安全確認の必要性を理解する。 

正しい右左折方法・横断方法を理解する。 

チェック 
ポイント 

 信号機のある交差点と、ない交差点での正しい通行方法や、道路の横

断方法を理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 交差点の右左

折方法と安全確

認の仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 交差点の正しい右左折方法

について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

＜信号機のある交差点での右左

折方法〉 

 ・ 信号機のある交差点では信

号に従って通る。「歩行者・

自転車専用」の標示がある信

号機の場合は、その信号機に

従う。 

 ・ 右折の方法は、青信号で交

差点の向こう側まで真っ直

ぐ進行し、①地点で止まって

右に向きを変え、前方の信号

機が青色になってから②地

点に進行する。 
 この時、自転車横断帯があ

れば、必ず通る。（右図参照） 

 ・ 左折する時は、前後左右の

安全を確認し、できるだけ道

路の左端に寄って十分スピ

ードを落とし、横断中の歩行

者に注意して左に曲がる。 

 

 

 

 

○ 信号機のみに頼らず、確実に

左右の安全確認をすることを理

解させる。 

 

○ 車の死角や内輪差にも触れ、

停止する位置についても理解さ

せる。（『４自転車乗用時の様

々な危険③』参照） 

 

○ 交差点の絵図を利用し、具体

的な動きを理解させる。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

＜信号機のない交差点での右左

折方法＞ 

 ・ 信号機のない交差点で右折

する時は、交差点の手前（停

止線がある場合は停止線の

手前）で一時停止し、前後左

右の安全を確認してから、交

差点を真っ直ぐに進み、さら

に前後左右の安全確認後、右

に大きく曲がる。 

 ・ 左折する時は、交差点の手

前（停止線がある場合はその

手前）で一時停止し、前後左

右の安全確認後、左折する。 

 

（停止線のない交差点での通行

方法 『２自転車の正しい乗り

方④』参照） 

 

・ 交差点の手前で一時停止

して前後左右の安全確認を

してからゆっくりと前に出

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 道路交通法第53条第１項に、

合図についての規定があり、そ

の方法については、道路交通法

施行令第21条に定められてい

る。 

《左折時》 

右腕を車体の右側の外に出し

て、ひじを垂直に上に曲げるこ

と。 

 

【イラスト】 

 

《右折時》 

 右腕を車体の右側の外に出し

て水平に伸ばすこと。 

 

（イラスト） 

 

《徐行し、又は停止する時》 

右腕を車体の外に出して斜め

下に伸ばすこと。 

 

（イラスト） 

 

《後退する時》 

 右腕を車体の外に出して斜め

下に伸ばし、かつ、手のひらを

後ろに向けて、その腕を前後に

動かすこと。 

 

（イラスト） 

 



 

 

「３ 自転車に乗る時の基本⑤」 
◎ 道路の横断方法と安全確認 

中高学年① 

ねらい  道路の横断方法と安全確認について理解する。 

チェック 
ポイント 

 道路の横断方法について理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 道路の横断方 

法と安全確認 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 正しい横断方法について理

解する。 

 

 

 

 

 

（横断歩道のみがある道路を

横断） 

・ 歩行者が横断している時

は、自転車から降りて押し

て横断する。 

 

（自転車横断帯を横断） 

  ・ 自転車横断帯がある場所

では自転車横断帯を通らな

ければならない。 

 

（横断のための施設がない道

路を横断） 

  ・ 近くに横断のための施設

がない場合は、左右がよく

見通せる場所から安全確認

をして、道路を直角(最短距

離)に横断する。 

 

 

 

 

 

○ 左右から来る車は見た目より

も、速いスピードで走っている

ので、遠くに見えても安心でき

ないため、車が来なくなってか

ら前後左右の安全確認を確実に

した後、渡るように指導する。 

 

 

 

○ 歩行者と衝突しないために、

降りて押すことを理解させる。 

 

○ 横断歩道に歩行者がいない時

は、自転車に乗って横断できる

ことを補足説明する。 

 

 

 

 

 

○ 横断のための施設とは、「信

号機」や「横断歩道」、「自転

車横断帯」等の施設のこと。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

『３ 自転車に乗る時の基本⑥』 
◎ 雨天・夜間走行時の注意点と安全な乗り方 ① 

中高学年① 

ねらい   雨天・夜間の正しい走行について理解する。 

チェック 
ポイント 

 雨天・夜間の正しい走行について理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 雨天・夜間走 

行時の注意点と 

安全な乗り方 ① 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 雨天・夜間時の自転車走行に

ついて話し合う。 

 

（例） 

 （雨天時） 

 ・ 傘差し運転（×） 

 ・ 雨合羽を着て運転（○） 

 ・ 固定器具に傘を固定し運転

（×） 

 ・ 普段よりスピードを落とし

て運転（○） 

等 

 

 （夜間） 

 ・ ライトを点灯して運転（○） 

 ・ 無灯火で運転（×） 

 ・ ライトや反射器材（尾灯を

含む）が壊れている自転車を

運転（×） 

 ・ 白っぽい色等の目立つ色の

服を着て運転（○） 

 ・ 反射材（反射シールや反射

材付きのタスキ等）を身に付

けて運転（○） 

等 

 

 

 

○乗り方の例を示し、正しいか正

しくないかを考えさせる。 

 

○ 傘差し運転は、傘で前方の視

界を遮ってしまい安全確認が

しにくくなり、また片手運転に

なり、バランスを崩しやすく大

変危険である。 

 

○  傘差し運転の禁止は、道路

交通法第71条第６号により、

京都府道路交通規則第12条第

９号が定めている。 

 

○ 自転車に傘立て装置を取り

付けて、傘差し運転することは

、道路交通法第55条第２項（乗

車又は積載の方法）や道路交通

法第57条第２項（乗車又は積載

の制限等）の違反になる場合が

ある。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「３ 自転車に乗る時の基本⑦」 
◎ 雨天・夜間走行時の注意点と安全な乗り方 ② 

◎ 降雪、積雪時の自転車走行について 
中高学年① 

ねらい   雨天・夜間走行時は、普段の時と違った注意点があることを理解する。 

チェック 
ポイント 

 雨天・夜間走行時の安全な走り方について理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 雨天・夜間走行

時の注意点と安

全な乗り方 ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 雨天・夜間時に乗車する際の

注意点を確認し、安全に乗るた

めにはどうしたらいいか話し合

う。 

 

 （雨天時） 

 ・ 傘差し運転をすると、傘で

前方の視界が遮られ安全確認

がしづらく、また片手運転に

なることから、雨合羽を着用

する。 

 ・ 傘の固定器具は、強風等で

ハンドルを取られて、バラン

スを崩す危険があるので、雨

合羽を着用する。 

 ・ 路面が濡れていると、スリ

ップしやすくなり、またブレ

ーキをかけても止まりにくく

なるので、スピードは出さな

い。 

 ・ 雨天時は、普段より視界が

悪くなり、周囲の人から発見

されにくいので、なるべく目

立つ色の雨合羽を着用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 注意すること、法律に定めら

れていることを提示する。 

 

 

 

 

 

○  傘差し運転の禁止は、道路交

通法第71条第６号により、京都

府道路交通規則第12条第９号

が定めている。 

 

○ 傘立て装置を取り付けて傘

差し運転をすることは、道路交

通法第55条第２項（乗車又は積

載の方法）や道路交通法第57条

第２項（乗車又は積載の制限等

）の違反になる場合がある。 

（「３自転車に乗る時の基本⑥

」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 降雪、積雪時の

自転車走行につ

いて 

 《夜間》 

 ・ 自転車のライトは、進行方

向を照らすのみではなく、他

の人や車に自転車が走ってい

ることを知らせるためのもの

で、無灯火で運転すると、他

の車の運転者からの発見が遅

れるなどの危険がある。 

 ・ 夜間は昼間に比べて視界が

悪くなり、歩行者等の発見が

遅れるので、昼間よりスピー

ドを落として走行する。 

   また、車体後部の反射器材

（尾灯を含む）のみでなく、

側面にも反射材（反射シール

やリフレクター等）をつけて

目立つようにする。 

等 

 

 

 

 

 《降雪、積雪時》 

・ 自転車に乗らないようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 夜間は昼間にはない危険が潜

んでいること（「４自転車乗用

時の様々な危険④」参照）を理

解させる。 

 

○ 車の運転者からは、気付かれ

にくいことを理解させ、なるべ

く目立つ色の服を着て走行する

よう指導する。 

 

○ 無灯火運転の禁止は、道路交

通法第52条第1項に定められて

いる。 

 

○ 反射器材等の装備義務につい

ては、道路交通法第 63 条の９第

２項に定められている。 

 

○ 反射材等を具体的に準備で

きれば提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

『４ 自転車乗用時の様々な危険①』 
◎ 故障による危険 

中高学年② 

ねらい 故障した自転車に乗ることの危険と、日常点検の大切さを理解する。 

チェック 
ポイント 

 故障した自転車に乗ることの危険が、理解できたか。 

 日常点検の大切さを理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 故障による危 

 険 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自転車の部品の故障による

危険について話し合う。 

 

 

（故障の時の危険例） 

 ☆ ブレーキ 

   ブレーキが効かないと、一

時停止や赤信号等、必要に応

じて止まれず危険である。 

 ☆ 警音器（ベル等） 

   もしもの時に鳴らなかっ

たら、事故を避けられない。 

 ☆ ライト（前照灯） 

   正常に点灯しなければ、道

路上の危険や、歩行者等の発

見が遅れたりする危険があ

る。 

周囲の車等から発見され

にくく、事故にあう危険があ

る。 

 ☆ 反射器材（尾灯を含む） 

   割れていたり、はずれてい

たら、周囲の車等から発見さ

れにくく、事故にあう危険が

ある。 

 ☆ タイヤ 

   溝がすり減っていると滑り

やすく、また空気の量が減っ

ていたり、パンクするとバラ

ンスがとれず転倒しやすい。 

○ 各部品の働きを思い出し、部

品ごとに故障の際の危険を考え

るようにする。 

 

 

○ 故障したまま乗車すると、危

険なだけでなく、法令違反にな

る場合もあることから、乗る前

の点検の大切さを理解させる。 

（例） 

・ ブレーキ不良車の運転 

（道路交通法第63条の９第１

項） 

 ・ 無灯火運転 

  （道路交通法第52条第１項） 

 ・ 反射器材（尾灯を含む）の

装備義務 

  （道路交通法第63条の９第２

項） 

 ・ 警音器不備車の運転 

  （京都府道路交通規則第12条

第11号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

『４ 自転車乗用時の様々な危険②』 
◎ 危険な乗り方 

中高学年② 

ねらい 
危険な乗り方をすると、事故にあったり他人に迷惑をかけることを理

解し、安全な自転車利用ができるようにする。 

チェック 
ポイント 

 他者に迷惑をかける乗り方について理解できたか。 

 交通ルールを守ることの大切さが理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 危険な乗り方 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○ 他者に迷惑をかけると思う

乗り方について話し合う。 

 

 

 

（例） 

 ☆ 二人乗り 

   二人乗りはバランスを崩

しやすく、ハンドル操作が不

安定になり、ブレーキも効き

にくくなって、歩行者や車等

と衝突しそうになる等、大変

危険である。 

 

 ☆ 並進走行 

   道路に広がって並進する

と、歩行者や車と衝突する危

険があるので、一列になって

走行する。 

 

 

 

 

 

 ☆ 無灯火運転 

   夜間にライトを点灯しな

いで走行すると、障害物等に

気付くのが遅れたり、車の運

転者から発見されにくく、大

変危険なので必ず点灯させ

る。 

  

 

○ 危険な理由についても考えさ

せる。 
○ 法で定められていることを伝

えるようにする。 
 

 
○ 二人乗り等の禁止 

  道路交通法第57条に規定 

 

 

 

 

 

 

○ 並進の禁止 

  道路交通法第19条に規定 

○ 但し、「並進可」の道路標識

がある道路では２台まで並進で

きる。(道路交通法第63条の５) 

    

並進可の道路標識 

 
 

○ 夜間のライト点灯義務 

  道路交通法第52条第１項に規

定 

○ ライトは、進行方向を照らす

だけでなく、歩行者や車の運転

者に自転車の存在を知らせる役

割もあることを理解させる。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 傘差し運転 

   傘差し運転は、片手運転に

なったり、前方の視界が遮ら

れて周囲の状況が見えにく

くなり危険なので、雨の日に

乗る場合は、目立つ色の雨合

羽を着用する。 

 

☆ 一時不停止 

   一時停止の標識がある場

所や踏切を渡る時、信号機の

ない交差点等で、一時停止せ

ずに通行するのは、左右から

来る車等と衝突する危険が

あるので、交差点を通行する

時や踏切を渡る時は、停止線

の手前で一時停止し、安全確

認をした後に通行する。 

   また、停止線がない場合で

も、交差点の手前で一時停止

し、左右の安全確認ができる

位置までゆっくり進み、前後

左右の安全確認をしてから

通行する。 

 

 ☆ 信号無視 

   信号を守らずに進むと、車

や歩行者と衝突する危険が

ある。 

   信号は「青色」になって、

前後左右の確認をしてから

進む。 

   なお、「歩行者・自転車専

用」の標示がある信号機の場

合は、その信号機に従う。 

 

 

 

 

 

○  傘差し運転の禁止は、道路交

通法第71条第６号により、京都

府道路交通規則第12条第９号

が定めている。 

○ 傘立て装置に関することは、

『３自転車に乗る時の基本⑥』

を参照 

 

 

○ 一時停止 

  道路交通法第43条に規定 

 

 

 

 

 

○ 「踏切の渡り方」については

『２自転車の正しい乗り方④』

を参照 

 

○ 停止線がない場合の通行方法

については、『２自転車の正し

い乗り方④』を参照 

 

 

 

○ 信号機の信号等に従う義務 

  道路交通法第７条に規定 
 

○ 信号の意味をもう一度、復習

させる。 

「信号の意味」については、

『２自転車の正しい乗り方④』

を参照 

       この標示 

 

     
 

 



 

 

『４ 自転車乗用時の様々な危険③』 
◎ 信号機のある交差点の危険 

◎ 信号機のない交差点の危険 

中高学年② 

ねらい   交差点の安全な横断について理解する。 

チェック 
ポイント 

 交差点の安全な横断について理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 信号機のある

交差点の危険 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 信号機のある交差点を横断

する時、気をつけることについ

て話し合う。 

 

 （例－１） 

  「信号無視や安全不確認」 

   信号機に従うことなく進

行すると、他の車や歩行者と

衝突する危険があるので、必

ず信号を確かめ、赤信号や黄

信号（歩行者用信号では青色

点滅信号）では、絶対に進行

しない。 

   また、青信号になってもす

ぐに発進せず、発進の前に

は、必ず前後左右の安全確認

をしてから進行する。 

  

 （例－２） 

  「左折車・右折車がある場合」 

   車等の死角や内輪差につ

いて、模型や絵図を使い知識

を深め、特に左折しようとし

ている車には、近づかないよ

う指導する。 

   また、青信号に従って通行

中も、車の死角に入れば車の

運転者は自転車に気付かず、

衝突する危険があるので車

の動きに注意して、全確認を

するよう指導する。 

 

○ 信号の意味については、『２

自転車の正しい乗り方④』を

参照 

○ 交差点の絵図を示す。 

 

○ 「歩行者、自転車専用」の標

示がある信号機の場合、その信

号機に従って進行しなければな

らないことや、｢自転車横断帯」

がある場所は、その「自転車横

断帯」を通らなければならない

ことを確認する。 

 
 
 
 
 
 

○ 死角 

    車には運転席からミラーを使

っても、見えない部分があり、

特にトラックなど大型車ほど死

角の範囲が広くなることを理解

させる。 

 

○ 内輪差 

  車やバス、トラックなどは曲

がる方向にある後輪が前輪より

も内側を通る「内輪差」が生じ

るため、左折する車の側にいる

と、巻き込まれる危険があるこ

とを理解させる。 



 
 
 

◎ 信号機のない 

 交差点の危険 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 信号機のない交差点を横断

する時、気をつけることについ

て話し合う。 

 

 （例） 

  

 《一時停止と安全確認》   

信号機のない交差点では、い

つ車が来るか分からない危険

があるので、必ず手前で一時停

止をし、前後左右の安全確認を

してから通行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 信号機のない場合は、より一

層の安全確認が必要であること

を理解させる。 

 

○ 信号機のある場合と同様に、

「死角・内輪差」についても触

れる。 

 

○ 安全確認の方法について再確

認させる。 

  

 ・ 右・左・右の順で左右の安

全を確認する。 

 

○ 停止線がない場合の通行方法

については、『２自転車の正し

い乗り方④』を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

『４ 自転車乗用時の様々な危険④』 
◎ 車の運転者からの見え方と危険回避 

中高学年② 

ねらい 夜間走行の危険について理解する。 

チェック 
ポイント 

夜間走行の危険について理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 車の運転者か 

らの見え方と危

険回避 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 車の運転者からは、夜間に走

行している自転車はどのよう

に見えているのか、学習する。 

 

 ・ 車は、夜間にライトを点灯

していても、車の前方のみに

ライトが当る。 

   特に、右左折車の横（側方）

はライトが当たらず死角に

なっている場合もあること

から、横（側方）を走ってい

る自転車等は非常に発見さ

れにくいので、たとえ青信号

で横断歩道や自転車横断帯

を通行する時でも、右左折車

が確実に止まったことを確

認してから通行するか、無理

に通行しようとせず、車を先

に行かせてから通行する。 

 

○ 夜間、特に気をつけることに

ついて話し合う。 

 

 ・ 夜間に道路を横断する時

は、車の運転者からは｢見え

ていない」と思い、無理な横

断は絶対にしないようにし、

その車が通りすぎるまで待

って横断する。 

 

 

 

 

○ 対向車同士のライトの交差し

ているところが真っ白になり、

全く何も見えなくなってしまう

「蒸発現象」があることにも触

れ、夜間特有の危険が潜んでい

ることを理解させる。 

○  写真や動画があれば活用す

る。 

 

 

○ 昼間にはない、夜間特有の危

 険があることを認識させ、昼間

 以上に安全確認が必要なことを

 理解させる。 

 

   

 

   この部分が発見しづらい 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

・ 夜間走行時は、必ずライト

を点灯させて、自分の進行方

向を照らすだけでなく、自転

車が走っていることを他の

車等に知らせる。 

 ・ 反射材（反射シールや反射

材付きタスキ等）を活用した

り、白っぽい色の服を着る等

の目立つ工夫をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 



 

 

『５ 自転車事故①』 
◎ 様々な場面での危険予測（「飛び出し」） ① 

全学年① 

ねらい 「飛び出し」による危険ついて理解する。 

チェック 
ポイント 

 「飛び出し」による危険について理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 「飛び出し」場

面での危険 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「飛び出し」について話し合

う。 

 

 （例） 

 ① 交通量の多い道路を安全

確認しないで横断 

 ② 見通しの悪い交差点に、安

全確認をしないで進入 

 ③ 車の陰から安全確認せず

に横断 

 ④ 自宅の玄関や駐車場、駐輪

場からの飛び出し 

 

  等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ どういう時に飛び出してしま

うのかを発表させて、自転車乗

車時のみならず、歩行中や日常

生活の中での、「飛び出し」の

危険性についても理解させる。 

 

○ ｢飛び出しはダメ｣だけでなく

「必ず一度、止まって安全確認

する。」等と説明し、安全確認

の方法についても復習させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

『５ 自転車事故②』 
◎ 様々な場面での危険予測 ② 

全学年① 

ねらい 
  身近な危険箇所を知り、交通事故を防止する。 
 様々な場面での危険を予測する。 

チェック 
ポイント 

 潜んでいる危険を予測できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 様々な場面で

の危険予測 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《全学年》 

○ 様々な場面での危険につい

て話し合う。 

 

  

 

（場面例） 

 ① 友達と喋りながら並進 

（『４自転車乗用時の様々な

危険①』例－②参照） 

 ② 夜間にライトを点灯せず

に走行 

（『４自転車乗用時の様々な

危険②』例－③参照） 

③ 降雨時、傘を差して運転 

（『４自転車乗用時の様々な

危険②』例－④参照） 

 ④ 信号機のない交差点で、一

時停止せずに通過 

（『４自転車乗用時の様々な

危険②』例－⑤参照） 

 ⑤ 信号無視で横断 

  一時停止せずに通過 

（『４自転車乗用時の様々な

危険②』例－⑥参照） 

 ⑥ ｢歩行者・自転車専用｣の標

示がある信号機が点滅して

いるのに横断 

（『４自転車乗用時の様々な

危険③』例－１参照） 

 

 

 

   

○ 日常の生活の中で、よくある

場面を想定し、身近な危険につ

いて理解させる。 

 

○  絵図、写真、動画などを提示

して予想させる。 

 

○ 具体的な校区の危険箇所の写

真があれば提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

 

 ⑦ 交差点通過時に左折する

大型トラックのすぐ横を通

行 

（『４自転車乗用時の様々な

危険③』例－２参照） 

 ⑧ 歩道通行時、歩行者の間を

縫うようにして走行 

  → 歩行者と衝突、接触する

危険がある。 

 ⑨ 車の陰から安全確認せず

に横断 

  → 駐車車両の更に後ろか

ら来る車の運転者から発

見しづらく、衝突する危

険がある。 

 ⑩ 自宅の駐車場や駐輪場か 

 ら道路に出る時 

  → 「慣れている場所」とい

う油断から、安全確認をせ

ず「飛び出し」をして、走

行してくる車両や歩行者

と衝突する危険がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 車はすぐに止まれないことを

理解させる。 

 

 

 

 

 



 

『５ 自転車事故④』 
◎ 交通事故発生時の対応方法 

全学年① 

ねらい 

  事故にあった時や事故を目撃した時の行動について理解する。 
自転車で違反行為をして交通事故を起こすと、どのような責任がある

かを理解する。 

チェック 

ポイント 

 事故にあった時、どうすれば良いのか理解できたか。 

 違反行為をして事故を起こすと保護者の責任になることを理解できた

か。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 事故にあった 

 時にすること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 交通事故にあった時の行動

について話し合う。 

 

 ・ ケガをしていないか確認す

る。 

   少しのケガでも病院に行

き、検査を受ける。大丈夫で

あると判断しない。 

  ・ 警察への事故の届出（110

番）や救急車の要請（119 番）

をする。 

 ・ 保護者や学校に連絡する。

・ 相手の連絡先(名前、住所、 

  電話番号など)を聞く。 

 ・ 周囲の人に協力を求める。 

 

○ 110 番と 119 番へ連絡方法に

ついて学習する。 

 

  《110 番したときに言うこと》 

  ・ 何があったか。 

  ・ いつあったのか。 

  ・ 事故があった場所（近く

の目標物） 

  ・ 自分の名前と連絡先 

  ・ ケガ人の有無 

等 

 

 

 

 

○ 低学年は、特に周囲の人に声

をかけて、協力してもらう必要

があることについて指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学生は、携帯電話を所持し

ていないことが多いので、公衆

電話の使い方や、周囲の人への

協力の要請の仕方などについ

て指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 《119 番した時に言うこと》 

  ・ 救急（ケガ・病気等）な

のか、消防（火事等）のな

のか。 

  ・  どうしたのか。 

  ・ 事故の場所はどこか。 

    （近くの目標物）   

  ・ 自分の名前と連絡先 

等 

 

○ 自転車事故で、相手にけがを

させた場合、どのような責任が

発生するのかも学習する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ どちらか（110番・119番）に

通報すれば、双方に連絡がいく

ことを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 自転車交通事故の責任につい

て 

刑法上では「14歳に満たない

者の行為は罰しない（刑法第41

条）」と規定されていることか

ら、小学生は、刑事責任は負わ

ない。 

しかし、賠償責任については

民法第714条 「責任無能力者の

監督義務者の責任」により、事

故をおこした子の親に賠償責任

が問われることがある。 

 



 

『５ 自転車事故③』 
◎ 事故事例検討 

全学年① 

ねらい 自転車事故の事例から未然防止について考える。 

チェック 
ポイント 

事故の未然防止について考えることができたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 事故事例検討 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自転車事故の場面を例示し 

て、未然防止の方法について話

し合う。 

 

 （事故事例） 

 ☆ 下り坂の先に交差点があ

る場面で、下り坂を走行し、

交差点に止まらずに進入し

たところ、交差道路を走行し

てきた車と衝突交差点には

「一時停止」の標識と停止線

があった。 

    

  ・ 下り坂はスピードが出や

すいことから、ブレーキを

操作して減速する。 

スピードを出し過ぎな

い。 

  ・ 交差点の手前で一時停止

をして、前後左右の安全を

確認してから通過する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事例の選択に配慮する。 

・ 児童の発達段階や、事故の

経験などを把握して選択す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 減速させるブレーキのかけ方

は、左のブレーキ（後輪ブレー

キ）をやさしく握りながら、軽

くブレーキがかかった状態で減

速していく。 

 ただし、危険が迫っている等

の緊急の場合は両ブレーキをし

っかり握り停止するよう指導す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 ☆ 友人と喋りながら、車道の

左側を走行中、道を間違えた

ので、交差点で急に右に曲が

った。 

   その時、後ろから走って来

たバイクと衝突し、ケガをし

た。 

 

    ・ 進路変更する前には、前

後左右の確実な安全確認

を実施する。 

  ・ 信号機のある交差点での

右折方法は、２段階進行の

方法で右折する。 

  ・ 自転車は、１列になって

走行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 交差点の右左折方法について

は、『３自転車に乗る時の基本

④』を参照。 

 

○ 並進走行は道路交通法第19条

の違反行為である。 

ただし、道路交通法第63条の

５の規定により、「並進可」の

道路標識がある場合、普通自転

車は２台まで並進可能 

  

    並進可の標識 

 



 

 

『６ 自転車乗用時のモラルとマナー①』 
◎ 歩行者の保護 
◎ 迷惑行為の影響 

全学年② 

ねらい 自己の安全のみならず、他者（歩行者等）の安全にも配慮しながら走

行する重要性を理解する。 

チェック 
ポイント 

 自己の安全のみならず、他者（歩行者等）の安全にも配慮しながら走

行する重要性を理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ 歩行者の保護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 歩行者との事故を起こさな

いために、注意しなければなら

ない事について話し合う。 

 

 （例） 

 ・ 歩行者の間を縫うように通

り抜けない。 

 ・ 無理な追い抜きはしない。 

 ・ 歩道を通行する時、自己の

進路を確保する目的で、歩行

者に対して警音器（ベル等）

をむやみに鳴らしながら通

行しない。 

 ・ 歩行者の通行を妨げそうな

時は、一時停止して歩行者が

通過するのを待つ。 

   または、自転車から降りて、

押して通行する。 

 ・ 歩行者の近くを通行する時

は、十分な間隔をあけて通行

し、間隔がとれない場合は自

転車から降りて押して通行

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 歩道の通行方法については、

『２自転車の正しい乗り方③』

を参照 

 

 

○ 自転車よりも歩行者が優先さ

れることを理解させる。 

 

 

○ 警音器（ベル等）の使用等に

ついて、道路交通法第54条に規

定されており、京都府自転車の

安全な利用の促進に関する条例

第３条（５）にも定められてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◎ 迷惑行為の影 

響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 危険だと思う運転について

話し合う。 

 ※ 迷惑をかける運転 

『４自転車乗用時の様々な

危険②』を参照 

※ 安全走行について 

『２自転車の正しい乗り方

④』 

※ 危険回避と自転車の安全な

乗り方について 

①  友達と喋りながら並進 

・ 並進しながら広がって走

行すると、車両や歩行者等

と衝突したり、接触する危

険があるので、１列になっ

て走行する。 

 

② 夜間にライトを点灯せずに

走行 

  ・ 夜間のライト点灯は進行

方向を照らす役割だけな

く、車の運転者や歩行者に

自転車が走ってくること

を知らせる役目もあり、事

故防止になる。 

   夜間走行時は、必ずライト

を点灯する。 

 

 ③ 降雨時、傘を差して運転 

・ 傘差し運転は、片手運転

になりバランスを失いやす

く、前方の視界を遮る等の

危険もあるので、降雨時は

目立つ色の雨合羽を着用す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 周りの人に迷惑にならない

運転転に着目させる。 

○ 相手の立場を思いやる気持

ちを持って走行することの大

切さを理解させる。 

 

 

○ 道路交通法第19条に並進走

行の禁止が規定されている。 

○ 道路交通法第63条の５に、上

記の規定の関わらず、並進可の

道路標識がある所では、普通自

転車は２列まで並進可能であ

ることが規定されている。 

  

   並進可の道路標識 

 

○ 反射材（反射シールやリフレ

クター等）も有効活用し、車体

の側面にもつける等して、目立

つ工夫をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④ 歩道通行時、歩行者の間を

縫うようにして走行 

  ・ 歩道通行時に歩行者がい

る場合は、歩行者と安全な

間隔をあけてゆっくり通

り、もし十分な間隔がとれ

ない場合は、自転車から降

りて、押して通行する。 

  ・ 歩行者に対して、警音器

（ベル等）を鳴らしながら

通行しない。 

  ・ 歩行者の通行を妨げる危

険がある場合は、一時停止

して歩行者を先に行かせ

る。 

  ・ スピードを出すと、周囲

の安全確認や制御が困難

になり、歩行者と衝突する

危険性もあることから、ス

ピードは出し過ぎない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 小学生は自転車に乗って、歩 

道を通行できること（道路交通

法第63条の４第1項）に触れ、

歩道通行時の注意点について

復習させる。（『２自転車の正

しい乗り方③』を参照） 

  また、高学年の授業では、中

学生（13歳以上）からは、自転

車の歩道通行は原則できない

事を理解させ、自転車は原則、

車道通行であることを指導す

る。 

 

○ 歩道は歩行者優先 

 



 

『６ 自転車乗用時のモラルとマナー②』 
◎ ヒヤリ体験の発表 

◎ 自転車を停める場所 
全学年② 

ねらい 
自分のヒヤリ体験をもとに、交通ルールをも守ることが大切であるこ

とを理解する。 

チェック 
ポイント 

 交通ルールを守ることの大切さが理解できたか。 

指導内容 学習内容 指導上の留意点 

◎ ヒヤリ体験の 

発表 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自転車乗車中のヒヤリ体験

について話し合う。 

 

 

  

（例） 

 ・ 雨の日、傘を差しながら自

転車を運転していたら、前か

ら走ってきた車と衝突しそ

うになった。 

 ・ 友達と、ふざけて手放し運

転をしていたら、転倒した。 

 ・ 歩道で歩行者の間を縫うよ

うにジグザグ運転しながら

走行していたら、歩行者と衝

突しそうになった。 

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ヒヤリ体験の中に、自転車の

ルール違反が原因であれば、ル

ールを守る事が安全につながる 

ことを理解させる。 

 

 

○ その場面で、どう思ったのか、

なぜ危なかったのか、どうすれ

ばよかったのかについて発表さ

せる。 

 

○ 活発な意見が出るように、些

細なヒヤリ体験でも、発表させ

る。 

 

○ 意見が出にくければ、自分が

歩行者の立場でのヒヤリ体験に

ついて発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

◎ 自転車を停め

る場所 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自転車の駐輪場所について

話し合う。 

 ・ 歩行者や車両の通行の邪魔

になる。 

 ・ 災害時などに、消防車やパ

トカー、救急車の通行を妨げ

る場合もある。 

 ・ 点字ブロックの上に駐輪す

れば、目が不自由な人の通行

の邪魔になり場合によって

は、放置自転車に衝突して転

倒させる危険もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の都合のよい場所に勝手

に駐輪すると、どのような影響

があるのか考えさせる。 
 
○ ルールを守らないことが、他

の人の迷惑になることを理解さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


